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一
八                                                                   

 
 
 
 
  

 
 

一 
 
 
 
 
 
 
 

山
縣
郡
大
年
村
百
姓               

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

政
十
郎
事
法
名 

 
 知

浄               

  
     

所
持
之
品                   

 

    

一 

袋 
 
 
 
 
 

六
つ            

    

一 

あ
し
ろ
こ
り 

 
壱
つ 

但
台
共
ニ  

    

一 

桐
と
う
ら
ん 

 

壱
つ                   

    

一 

古
た
ひ 

 
 
 

壱
足                   

    

一 

か
う
か
け 

 
 

壱
足                                                   

 

    

一 

ふ
ん
と
シ 

 
 

壱
つ                   

    

一 

は
ば
き
脚
半 

 

壱
つ 

                 

    

一 

細
引 

 
 
 
 

壱
本                   

    

一 

火
縄 

 
 
 
 

壱
筋                   

    

一 

巾
着 

 
 
 
 

壱
つ                   

    

一 

風
呂
敷 

 
 
 

壱
つ                   

    

一 

小
刀 

 
 
 
 

壱
つ                   

    

一 

徳
利 

 
 
 
 

壱
つ                   

    

一 

木
く
り
物 

 
 

壱
つ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

但
飯
入                   

 

    

一 

は
さ
ミ 

 
 
 

壱
つ                   

    

一 

戸
石          

壱
つ                   

    

一 

椀 
 
 
 
 
 

壱
つ 

 

箸
箱
共                  

    

一 

渋
紙 

 
 
 
 

壱
枚                   

    

一 

蓑 
 
 
 
 
 

壱
つ                   

    

一 

往
来 

 
 
 
 

壱
枚                   

    

一 

法
名 

 
 
 
 

同             

     

〆     

                                                             
 
 
 
 
 

 

右
之
人
当
所
ニ 

病
気
ニ
付
、
役
人
共
申
談
療
用
相
加
へ 

快
方
ニ
ハ
候
得
共
歩
行
難
相
成
、
御
当
領
山
縣
郡
大
年
村
迄 

送
り
届
呉
候
様
被
相
頼
候
ニ
附
、
例
之
儀
ヲ
以
当
所
ゟ
送
出
シ 

申
候
間
、
猶
被
添
御
心
、
順
々
御
送
り
届
可
被
成
と
存
候
、
已
上
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

沼
田
郡
八
木
村
庄
屋 

 

甚
右
衛
門 

 
 

天
保
七
年 
 
 
 

 

 
 
 
 

申
極
月
十
六
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

               

順
路
村
々 

                    

御
役
人
中
様 

 

（
大
利
原
村
カ
） 

而して 

あ
し
ろ
こ
り
（
網
代
行
李
）
竹
や
柳
で

編
ん
だ
物
入
れ
。 

桐
と
う
ら
ん
（
桐
胴
乱
）
桐
製
の
蓋
付 

き
の
木
箱 

か
う
か
け
（
甲
掛
）
遠
行
用
の
足
先
き

の
掩
蔽
物
。
草
鞋
を
は
く
際
に
用
い
る
。

脚
半
と
と
も
に
用
い
、
足
袋
を
は
か
ぬ

下
士
や
庶
民
の
旅
行
具
と
さ
れ
た 

は
ば
き
脚
半 

は
ば
き
（
脛
巾
）
と
脚

半
は
同
義
で
、
旅
行
や
作
業
な
ど
の
時

に
、
脛
（
す
ね
）
に
ま
と
い
、
足
を
保

護
し
て
動
き
や
す
く
す
る
布
の
こ
と 

渋
紙
（
し
ぶ
か
み
） 
紙
を
は
り
合
わ
せ
、

柿
渋
を
塗
っ
て
か
わ
か
し
た
も
の
。
防

寒
・
雨
よ
け
の
衣
類
と
し
た
り
、
敷
き

物
、
荷
物
の
包
装
な
ど
に
用
い
る 

往
来
・
往
来
手
形 

庶
民
が
旅
行
す
る

際
携
行
を
義
務
づ
け
ら
れ
た
身
許
証
明

書
。
発
行
者
は
菩
提
寺
。
庄
屋
・
組
頭

連
署
に
よ
る
場
合
も
あ
っ
た 

御
当
領 

広
島
藩
内 

例
之
儀
・
村
方
作
法 

幕
府
法
令
・
藩

法
令
に
も
と
づ
い
て
行
わ
れ
た
村
方
に

よ
る
行
路
人
の
援
護
・
村
継
送
り
の
方

法 
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山
縣
郡
奥
原
村
百
姓  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

                                      

要
蔵 

 
 
 

                                

四
十
八
才 

                              

同
人
妻 

み
な 

一 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
十
五
才 

 

                              

同
人
娘 

い
ち 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 

 

四
才 

        
 
 
 

 

所
持
之
品 

 

但
妻
附
添
ニ
付
不
記 

       
 
 
 

  

往
来
手
形 

 
無
之 

右
之
人
数
、
去
秋
不
熟
ニ
付
、
為
渡
世
、
去
ル
十
一
月
生
所
罷
出
、
御
城
下
辺
迄 

罷
越
被
申
候
処
、
要
蔵
儀
段
々
不
快
ニ
付
、
帰
り
路
之
処
、
当
村
迄
罷
帰
り 

申
出
ニ
付
、
役
人
共
申
談
療
用
相
加
へ
余
程
快
方
ニ
ハ
候
へ
共
、
足
痛
ニ
て 

歩
行
難
相
成
ニ
付
、
案
駄
ニ
テ
生
所
自
分
宅
迄
村
継
送
り
出
呉
候
様     

被
相
頼
候
ニ
付
、
支
配
之
御
役
方
ニ
御
伺
ひ
之
上
、
当
村
ゟ
送
り
出
し
申
候
間
、 

猶
被
添
御
心
順
路
宜
敷
御
送
り
届
可
被
成
と
存
候
、
已
上 

                                

沼
田
郡 

                                    

八
木
村
庄
屋 

                                        

甚
右
衛
門 

 
 
 
 
 

酉
正
月
二
日 

 

               
 

 

順
路
村
々 

                      
 

御
役
人
中
様 

                       

山
縣
郡
才
乙
村
百
姓
直
七
後
家     

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

り
う 

 

                                        

五
十
五
才 

                              

右
同
人
娘 

た
ま  

一                             
 

      

廿
九
才 

                              

右
同
人
孫 

庄
吉 

                                        

九
才 

        
 
 

 

所
持
之
品                                                           

 

       
 
 

  

往
来
手
形   

 
 
 

一
札 

但
同
村
順
覚
寺
門
徒 

 

 
 
 
 
 
 
 

小
道
具
品
々     

   

但
娘
附
添
ニ
付
不
記
之 

右
之
人
数
、
去
秋
不
作
ニ 

給
物

た
ま
い
も
の

無
之
、
口
過
旁
々
去
十
一
月 

娘
孫
共
三
人
連
ニ 

被
罷
出
、
御
城
下
辺
迄
被
罷
越
候
処
、
右
母
儀 

段
々
不
快
ニ
付
、
古
郷 

罷
帰
度
由
ニ 

、
昨
十
一
日
当
村
迄
罷
帰
り
、
村
方
へ 

願
出
ニ
付
宿
等
申
附
、
役
人
共
申
談
療
用
相
加
へ
、
追
々
快
方
ニ
ハ
候
得
共 

急
々
歩
行
難
相
成
、
依
之
才
乙
村
自
分
宅
迄
案
駄
村
継
送
り
之
儀 

被
願
出
候
ニ
付
、
支
配
之
御
役
方 

御
願
申
上
差
図
之
上
当
村
ゟ
送
り
出
し
申
候
間
、 

猶
被
添
御
心
順
路
宜
敷
村
継
御
送
り
届
可
被
成
と
存
候
、
已
上
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

                         

沼
田
郡
八
木
村
庄
屋 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

甚
右
衛
門 

而して 

而 

而 

江 

江 

生
所 

生
ま
れ
た
場
所
。
出
生
地 

案
駄
（
あ
ん
だ
） 

編
板
（
あ
み

い
た
）
の
義
。。
竹
や
木
を
編
ん
で

輿
と
な
す
も
の
。
死
者
・
傷
負
人

な
ど
を
運
ん
だ
運
搬
具 

村
継
送
り 

旅
人
が
旅
行
中
に
病

ん
で
歩
行
困
難
と
な
っ
た
場
合
、

現
場
の
村
が
病
者
を
救
護
し
、「
生

所
」
ま
で
村
か
ら
村
へ
と
順
々
に

送
り
届
け
る
制
度 

支
配
之
御
役
方 

広
島
藩
で
は
藩

内
村
々
を
郡
に
編
成
し
、
郡
単
位

に
藩
士
を
代
官
に
任
じ
、
代
官
の

配
下
に
足
軽
数
人
が
付
け
ら
れ
た

（
御
番
組
）。
御
番
組
は
郡
役
所
に

常
駐
し
て
郡
内
村
々
の
支
配
を
行

っ
た 

95 96 97 98 



    

酉 

正
月
十
二
日 

             

順
路
村
々 

             
 
 

御
役
人
中
様 

                         

山
縣
郡
蔵
迫
村 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

庄
吉 

一                 
 
 
 
 

    
  

歳
十
九
才 

         
 

所
持
之
品 
往
来
手
形 

壱
通 

蓑 
 

壱
つ 

                     

布
古
袋 

壱
つ    

古
わ
ん  

壱
つ 

        
 
 

但
文
言
前
文
之
通
り
ニ

正
月
十
八
日
送
り
出
シ 

 
 
 
 
 

 

                             
 
 
 

但
自
宅 

送
り
届
之
事 

 

一 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

山
県
郡
新
庄
□
□
□            

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

次
四
郎 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

年
六
十
七
才 

 
 
 
 
 

所
持
之
品 

 
 
 
 
 

往
来
手
形
無
之 

 
 
 
 

 

 
 
 
 
 

ふ
と
ん 

一 
 
 
 

み
の
笠 

 
 
 
 
 

肩
衣 

 

一 
 
 
 

し
ふ
帷
子 

一 

 
 
 
 
 

さ
い
ふ 

一 
 
 
 

古
踏
皮    

一 

 
 
 
 
 

ふ
く
ろ 

一 
 
 
 

か
ま
き 

 

一 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

〆
八
品 

 
 

        
 
 

但
文
言
前
文
之
通
り
ニ

正
月
十
八
日
送
り
出
シ 

 
 

 

                            
 
 
 
 

但
自
宅 

送
り
届
ケ
之
事 

                      

山
縣
郡
大
暮
百
姓  

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

一                               

亡
父
藤
助
娘 

と
な 

                                           

年
三
十
三 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

            

同 

妹 

 
 

ゆ
か 

                                          
 

同
十
八
才 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〆
弐
人 

 
 
 
 
 

所
持
之
品 

 
 
 
 
 

往
来
手
形
一
札 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

案
駄
弐
ツ 

 
 
 
 
 

小
道
具
品
々 

      

但
文
言
前
書
之
通
り
ニ

正
月
廿
一
日
送
り
出
シ 

 
 

 

                         
 
 
 
 

生
所
大
暮
村
迄 

 

山
縣
郡
川
戸
村
百
姓 

 
 
 
 
 
 
 

嶌
蔵 

 
 
 
 
 
 
 

歳
十
七
才 

江 

江 

肩
衣
（
か
た
ぎ
ぬ
） 

袖

な
し
の
胴
衣
（
ど
う
ぎ
）。

袖
無
し 

し
ふ
帷
子
（
渋
か
た
び
ら
） 

帷
子
（
ひ
と
え
の
着
物
）
に

柿
渋
を
引
い
た
も
の
。
旅
行

や
労
働
の
と
き
、
衣
服
の
上

に
着
る
、
一
種
の
労
働
着
。 

踏
皮
（
た
び
） 

足
袋
、
と

く
に
皮
足
袋
。 

か
ま
き 
 

藁
筵
を
二
つ
に

折
り
、
左
右
両
端
を
縄
で
綴

っ
た
袋
。
穀
物
、
菜
、
粉
な

ど
を
入
れ
る
の
に
用
い
る
。

叺
（
か
ま
す
）。 

（
村
百
姓
カ
） 
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一 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

同
人
弟 

 
 
 
 
 
 
 

森
蔵 

 
 
 
 
 
 
 

歳
十
弐
才 

 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

所
持
之
品 

       
 
 

往
来
手
形   

 
 
 

無
之 

 

 
 
 
 
 
 

小
道
具
品
々     

  

弟
附
添
ニ
付
不
記
之 

右
之
内
兄
嶌
蔵
足
痛
ニ
付
、
生
所
自
分
宅
兄
芳
蔵
方
迄 

送
り
届
呉
度
段 

 
 
 
 

酉
正
月
廿
三
日 

 

一 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

当
郡
小
河
内
村
栄
蔵
倅 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

米
蔵 

所
持
之
品 

       
 
 

往
来
手
形
無
之 

右
生
所
親
栄
蔵
方
へ
送
り
届
呉
度
段
願
ニ
付
送
り
出 

 
 
 
 
 
 
 

酉
正
月
廿
三
日 

 

山
縣
郡
西
宗
村 

一 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

才
吉 

 
 
 
 
 
 

所
持
之
品 

       
 
 

往
来
手
形
無
之 

 

右
之
者
去
ル
廿
七
日
当
村
細
田
庄
左
衛
門
炭
屋
ニ 

病
気
附
申
候
ニ
付
、
様
子 

相
尋
療
養
相
加
へ
遣
し
候
ヘ
共
、
歩
行
難
相
成
儀
ニ
付
、
生
所
自
分
宅
迄
送
り
出
し 

之
儀
願
出
ニ
付
、
酉
正
月
廿
九
日
送
り
出
し 

 

高
田
郡
深
瀬
村
百
姓
勝
平
娘 

 
 
 
 
 
 
 

け
ん 

一 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

年
十
八
才 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

な
き
り 

 
 

一
つ 

所
持
之
品 

 
 

嶋
古
単
物 

 

壱
つ 

       
 
 
 
 
 

古
□ 

 
 
 

壱
つ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

手
ぬ
く
い 

 

壱
つ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

そ
う
り 

 
 

弐
足 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

茶
わ
ん 

 
 

壱
つ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

往
来
手
形 
 

無
之 

右
病
人
当
所
ニ 

病
気
付
、
送
り
出
し
之
義
願
出
ニ
付
二
月
六
日
送
り
出
し 

 

高
宮
郡
鈴
張
村
□
□
□
娘 

 
 
 
 
 
 
 

は
な 

一 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

年
十
三
才 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

往
来 

 

無
之 

所
持
之
品 

 
 

袋 
 
 

壱
つ 

粟
弐
合
斗 

二
月
十
一
日
送
り
出
し 

       
 
 
 
 
 

古
わ
ん 

壱
つ 

 

而

し

て 

而 

炭
屋
・
炭
部
屋 

炭
な
ど
を

収
納
し
て
お
く
納
屋 

 

な
き
り(

菜
切
り
） 

「
菜
切

り
包
丁
」 

嶋
単
物 

縞
模
様
を
織
り

出
し
た
綿
布
で
縫
わ
れ
た

一
重
の
着
物
。 
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山
縣
郡
阿
坂
村
百
姓 

一 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

坂
次
郎 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

年
三
十
九
才 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

粟
麦
之
類
少
し
袋
入
壱
つ 

所
持
之
品 

 
 

蓑 
 
 
 
 

壱
枚 

       
 
 
 
 
 

笠 
 
 
 
 

壱
枚 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

椀 
 
 
 
 

壱
つ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

往
来
無
之 

右
之
者
願
ニ
付
三
月
八
日
案
駄
ニ 
村
継
中
嶋
へ 

送
り
出
し 

 

三
次
郡
下
符
野
村
百
姓 

一 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

庄
七 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

年
五
十
才 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

所
持
之
品 

 
 

古
わ
ん 

 
 

壱
つ 

       
 
 
 
 
 

袋 
 
 
 
 

弐
つ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

往
来
手
形 

 

無
之 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

〆 

右
之
も
の
三
月
十
七
日
、
当
村
ヘ
帰
り
懸
ケ
病
気
附
申
候
ニ
付
、
い
ろ
〱
養
育 

遣
し
、
快
方
ニ
ハ
候
ヘ
共
歩
行
難
相
成
ニ
付
、
親
長
四
郎
方
迄
送
り
届
之
由
願
ニ
付 

翌
十
八
日
送
り
出
し
、
村
継
中
嶋
村
ヘ
送
ル 

 

高
宮
郡
鈴
張
村 

 

亡
父
芳
兵
衛
娘 

一 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ち
か 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

往
来
無
之 

所
持
之
品 

 
 

飯
こ
り 

 
 

壱
つ 

       
 
 
 
 
 

茶
わ
ん 

 
 

壱
つ 

 

右
之
も
の
義
親
子
弐
人
報
謝
ニ
罷
出
候
処
、
父
親
芳
兵
衛
儀 

廣
嶋
寺
町
ニ
て
相
果
候
由
、
依
之
追
々
当
村
迄
帰
り
懸
ケ
申
し
候
処
、 

足
痛
ニ 

歩
行
難
相
成
ニ
付
、
祖
父
芳
松
所
迄
村
継
安
駄
送
り
之
儀
願
出
申
候
ニ
付
、 

当
所
支
配
之
御
役
方
ヘ
御
窺
之
上
当
村
ゟ
送
り
出
し
申
し
候
間
、
猶 

被
添
御
心
御
送
り
届
可
被
成
と
存
候
、
已
上 

沼
田
郡
八
木
村
庄
屋 

 
 

天
保
八
酉
三
月
廿
四
日 

 
 
 
 
 

甚
右
衛
門 

 

山
縣
郡
戸
谷
村
百
姓
才
吉
倅 

 
 
 
 
 
 

貞
次
郎 

年
十
六
才 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

右
同
人
娘 

 
 
 
 
 
 

り
せ 

（
布
カ
） 

而 

而 
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年
十
三
才 

 
右
両
人
之
内
貞
次
郎
病
気
ニ
付
、
廿
九
日
当
所
送
出
し 

申
付
、
翌
丗
日
当
村
ゟ
送
り
出
し
中
嶋
村
へ
送
り 

 
 
 
 
 

酉
三
月
晦
日 

 

高
田
郡
土
師
村
百
姓
□
吉
弟 

 
 
 
 
 
 

金
蔵 

歳
十
六
才 

一 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

富
蔵 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

歳
十
三
才 

 

右
兄
弟
弐
人
之
内
兄
金
蔵
儀
病
気
附
申
候
ニ
付
、
酉
四
月
九
日
当
村
ゟ 

送
り
出
し
中
嶋
村
ヘ
送
り 

 

山
縣
郡
田
原
村
百
姓 

 
 
 
 
 
 

元
四
郎 

同
人
倅 

一 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

十
吉 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

同 
 

 

 
 
 
 
 
 

多
吉 

 
 
 
 
 

但
自
分
宅
迄 

右
親
子
三
人
連
之
内
元
四
郎
病
気
ニ
附
、
酉
四
月
十
一
日
当
村
送
り
出
し 

中
嶋
村
ヘ
送
り 

 

高
田
郡
吉
田
町
川
向
和
兵
衛
倅 

 
 
 
 
 
 

太
一 

年
十
八
才 

右
病
人
伯
父
喜
七
所
迄
送
り
届
之
由
、
願
出
ニ
付
四
月
十
六
日 

当
村
ゟ
送
り
出
し
中
嶋
村
ヘ
送
ル 

山
縣
郡
西
宗
村 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

儀
平 

同
人 

 

妻 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

同
倅 

 

松
五
郎 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

同 
 
 

早
蔵 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

娘
弐
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〆
六
人 

 

右
六
人
之
内
儀
平
義
、
当
所
ニ 

病
気
申
候
ニ
付
、
療
養
相
加
エ 

追
々
快
方
ニ
ハ
御
座
候
ヘ
共
歩
行
難
相
成
ニ
付
、
生
所
自
宅
迄
村
方
作
法 

通
り
送
り
出
呉
度
段
、
被
願
出
候
ニ
付
、
当
所
支
配
之
差
図
ヲ
請 

則
送
り
出
し
申
候
間
、
猶
被
添
御
心
御
送
り
届
可
被
成
と
存
候
、
以
上 

沼
田
郡
八
木
村
庄
屋 

 
 
 
 
 
 

酉 

八
月
十
一
日 

 
 
 
 
 

甚
右
衛
門 

 

本
文
之
通
り
送
り
出
申
候
処
、
道
中
ニ 
 

 

但 

病
気
差
重
り
死
去
ニ
付
、
中
嶋
村
ニ
も 

 
 

受
取
不
申
其
侭
か
き
返
し
、
妻
子
共 

 
 

願
通
り
当
村
ニ 

仮
葬
取
斗
置
候
事 

 

而 

而 

而 
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継
村
中
嶋
村
ゟ 

 
 
 
 
 
 
 
 

西
宗
村
迄 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

御
役
人
中 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

口
上
之
覚 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

九
州
肥
前
国
島
原
ゟ
五
里
斗
西 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

い
こ
村
半
右
衛
門
娘 

一 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

な
を 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

当
酉
四
十
才 

私
儀
、
眼
病
ニ
付
去
六
月
御
国
元
出
足
、
雲
州
市
畑
薬
師
へ
参
詣
仕
、 

去
ル
七
日
御
当
村
迄
罷
帰
り
病
気
附
候
処
、
段
々
御
養
育
被
下
追
々
快
方
ニ
ハ 

御
座
候
得
共
、
急
ニ
歩
行
難
相
成
勿
論
路
用
銀
持
合
不
申
ニ
付
、
何
卒
御
村
方 

御
作
法
ヲ
以
生
所
親
半
右
衛
門
所
迄
村
継
御
送
届
ケ
被
下
候
様
奉
願
出
、
為
其 

口
上
書
差
上
申
候
以
上 

卯 

六
月 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

半
右
衛
門
娘 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

な
を 

 
 
 
 
 
 
 

八
木
村
庄
屋 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

弥
九
郎
様 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

同 
 

忠
左
衛
門
様. 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

与
頭
衆
中 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

覚 
 
 
 
 
 
 
 

沼
田
郡 

八
木
村 

 

右
之
者
儀
、
昨
七
日
当
村
細
野
と
申
所
往
来
道
辺
り
炭
部
屋
ニ
臥
居
申
候
ニ
付
、 

百
姓
共
申
出
仕
早
速
私
共
内
罷
越
見
合
候
処
病
気
ニ
相
違
無
御
座
ニ
付
、
養
育 

仕
せ
候
処
、
追
々
快
方
ニ
ハ
御
座
候
ヘ
共
急
ニ
歩
行
難
相
成
ニ
付
、
村
継
送
出
し
之
儀 

別
紙
写
し
之
通
歎
出
ニ
付
、
委
敷
相
尋
候
処
往
来
手
形
所
持
不
仕
郡
名
等
も 

不
存
趣
申
出
仕
、
婦
人
と
ハ
乍
申
不
図
束
之
申
分
ニ
ハ
御
座
候
ヘ
共
、
右
願
通
り
当
村
ゟ 

村
継
送
り
ニ
取
計
可
申
哉
、
此
段
書
付
ヲ
以
御
窺
奉
申
上
候
間
御
差
図
被
為 

仰
付
度
被
存
候
為
其
右
口
上
書
写
し
相
添
奉
差
上
候 

已
上 

 
 
 
 
 

六
月
十
二
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

庄
屋 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

弥
九
郎 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

同 
 

 

忠
左
衛
門 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

与
頭 

 

六
兵
衛 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

同 
 

 

甚
兵
衛 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

同 
 

 

 

平
左
衛
門 

 

沼
田
郡 

口
上
書
（
こ
う
じ
ょ
う
が
き
）

口
頭
で
述
べ
る
こ
と
を
文
章

に
記
し
て
提
出
し
た
も
の 

 

路
用
銀 

旅
行
の
費
用
。
旅

費
。
路
銀 

村
方
作
法 

幕
府
法
令
・
藩

法
令
に
も
と
づ
い
て
行
わ
れ

た
村
方
に
よ
る
行
路
人
の
援

護
・
村
継
送
り
の
方
法 
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御
役
所 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

態
申
遣
ス 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

九
州
肥
前
国
嶋
原
ゟ 

五
里
斗
西
以
古
村
半
右
衛
門
娘 

一 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

な
を 

右
之
者
雲
州
よ
り
帰
路
其
村
ニ
お
い
て
病
気
附
候
ニ
付
養
育
等 

い
た
し
遣
候
処
、
追
々
快
方
ニ
ハ
有
之
候
得
共
急
ニ
歩
行
難
相
成
趣
ヲ
以
村
継 

送
り
出
之
儀
歎
出
、
依 

伺
出
例
形
之
趣
ヲ
以
送
り
出
し
可
取
斗
者
也 

 

沼
田
郡 

 
 
 

御
役
所 

卯
六
月
十
二
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

八
木
村
庄
屋 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

弥
九
郎 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

同 
 

 

忠
左
衛
門 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

与
頭
共 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

覚 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

沼
田
郡 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

八
木
村 

 

往
来
手
形
無
之
事 

一 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

九
州
嶋
原 い

こ
村
半
右
衛
門
娘 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

な
を 

 

所
持
之
品 

 

一 

柳
こ
り 

壱
つ 

 

一 

同
荷
台 

壱
つ 

 

一 

ふ
ろ
敷 

壱
つ 

 
 
 
 
 
 
 

一 

袋 
 
 

壱
つ 

 
 
 

茶
わ
ん 

壱
つ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

は
し 

 

一
せ
ん 

右
之
者
義
、
昨
七
日
当
村
細
野
と
申
所
往
来
道
辺
り
炭
部
屋
ニ
臥 

居
申
候
ニ
付
、
百
姓
共
申
出
仕
早
速
私
共
内
罷
越
見
合
候
処
、
病
気
ニ
相
違 

無
御
座
、
依 

療
用
相
加
エ
候
処
、
追
々
快
方
ニ
ハ
候
得
共
急
ニ
歩
行
難
相
成 

ニ
付
、
村
継
送
出
し
之
義
、
別
紙
写
し
之
通
歎
出
候
ニ
付
、
委
敷
相
尋
候
処
、
往
来 

手
形
所
持
不
仕
郡
名
等
も
不
存
旨
、
尤
居
村
庄
屋
ハ
丈
兵
衛
様
と
申
候
由 

申
出
ニ
付
、
此
段
支
配
之
御
役
方
ヘ
御
伺
被
申
上
御
差
図
之
上
当
村
ゟ
村
継
送
り
ニ 

出
申
候
間
、
尚
被
添
御
心
順
路
宜
敷
御
受
送
り
可
被
成
候
、
為
其
病
人
口
上
書 

写
し
相
添
送
り
遣
候 

已
上 

 
 

卯
六
月
十
三
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

庄
屋 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

弥
九
郎 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

同 
 

 忠
左
衛
門 

右
順
路
村
々 

 
 
 
 
 

御
役
人
衆
中 

 
 
 
 

病
人
口
上
書
前
文
之
通
写
し
相
添 

病
人
生
所 

 
 
 
 
 

御
役
人
衆
中 

 
 
 
 

送
り
出
し
候
事 

而 

而 
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地
名
等
解
説 

 

出
典
『
日
本
歴
史
地
名
大
系
』 

阿
坂
（
あ
ざ
か
）
村 

［
現
］
北
広
島
町(

旧
豊
平
町
） 

阿
坂
・
今
吉
田
村
の
北
東
に
位
置
し
、
南
東
に
海
見
山
、
東
に
滝
脇
山
、
北
に
野
々

志
山
な
ど
の
連
山
が
あ
り
、
集
落
は
西
宗
川
支
流
沿
い
を
中
心
と
し
て
開
け
た
台
地
上
に
散
在
す
る
。
北
西
は
都
志
見
、
東
は
本
地
（
旧
千
代

田
町
）、
南
は
鈴
張
、
西
は
吉
木
の
諸
村
に
接
す
る
。 

伊
古
（
い
こ
）
村 
長
崎
県
雲
仙
市 

島
原
半
島
の
北
部
に
位
置
し
、
南
西
に
吾
妻
岳
・
九
千
部
岳
な
ど
の
山
を
望
む
。
半
島
中
心
部
の
雲
仙

山
系
よ
り
北
へ
最
も
長
く
伸
び
る
扇
状
地
の
北
端
に
あ
た
り
、
諫
早
湾
（
有
明
海
）
に
面
す
る
。〔
近
世
〕
伊
古
村 

高
来
郡
の
う
ち
。
島
原

藩
領
と
佐
賀
藩
神
代
（
こ
う
じ
ろ
）
領
と
の
相
給
。 

大
暮
（
お
お
く
れ
）
村 

［
現
北
広
島
町 

旧
芸
北
町
大
暮
］
小
原
村
の
北
に
あ
っ
て
、
滝
山
川
の
上
流
大
暮
川
の
水
源
と
な
っ
て
い
る
地
域
で
、
大
暮
川
は
小

原
村
に
流
れ
る
。
東
は
高
野
・
移
原
両
村
、
西
は
才
乙
村
、
北
は
天
狗
石
山
を
隔
て
て
都
川
村
（
現
島
根
県
浜
田
市 

旧
那
賀
郡
旭
町
）
に
接
す
る
。 

大
年
村  

大
利
原
（
お
お
と
し
は
ら
）
村
か
。［
現
］
北
広
島
町
（
旧
芸
北
町
）
大
利
原
。
冠
山
の
西
南
、
山
麓
の
滝
山
川
支
流
に
沿
う
標
高

約 六
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
の
集
落
。 

奥
原
（
お
く
ば
ら
）
村 

［
現
］
北
広
島
町
（
旧
芸
北
町
）
奥
原
。
滝
山
川
の
上
流
沿
い
の
標
高
約
六
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
に
集
落
が
点
在
す

る
。 

小
河
内
（
お
ご
う
ち
）
村 

［
現
］
安
佐
北
区
安
佐
町
小
河
内 

山
県
郡
な
ら
戸
河
内
村
。
小
河
内
村
は
沼
田
郡
北
端
の
村
で
、
東
の
牛
頭
山
・

本
串
山
、
西
の
滝
山
な
ど
の
山
々
の
間
を
小
河
内
川
が
南
流
し
、
小
浜
ま
で
西
北
か
ら
南
東
へ
蛇
行
す
る
太
田
川
に
合
流
す
る
。
東
は
高
宮
郡

鈴
張
村
・
飯
室
村
、
北
は
山
県
郡
今
吉
田
村
・
吉
木
村
（
現
北
広
島
町
・
旧
豊
平
町
）、
西
は
同
郡
穴
村
（
現
安
芸
太
田
町
・
旧
加
計
町
）、
南

は
太
田
川
を
挟
ん
で
沼
田
郡
久
地
村
に
境
す
る
。
鈴
張
村
か
ら
穴
村
ま
で
の
各
村
と
は
山
越
の
小
道
で
通
じ
て
い
た
。 

川
戸
（
か
わ
ど
）
村  

［
現
］
北
広
島
町
（
旧
千
代
田
町
）
川
戸 

中
山
村
の
東
に
位
置
し
、
東
に
大
塩
山
、
北
東
に
鷹
巣
山
、
北
に
文 

蔵
山
が
そ
び
え
、
村
内
の
南
西
部
を
可
愛
川
が
曲
流
し
な
が
ら
南
東
に
流
れ
る
。 

蔵
迫
（
く
ら
ざ
こ
）
村
［
現
］
北
広
島
町
（
旧
千
代
田
町
）
蔵
迫  

山
県
郡
の
う
ち
。
沼
田
郡
は
誤
り
。
舞
綱
（
も
う
つ
な
）
村
の
東
に
位
置

し
、
集
落
は
主
に
志
路
原
（
し
じ
わ
ら
）
川
の
河
岸
段
丘
上
と
石
見
浜
田
路
沿
い
に
展
開
す
る
。 

才
乙
（
さ
い
お
と
）
村  

［
現
］
北
広
島
町
（
旧
芸
北
町
）
才
乙 

大
利
原
村
の
東
に
位
置
し
、
冠
山
・
一
兵
山
家
（
い
ち
べ
え
さ
ん
か
）
山

と 天
狗
石
山
の
山
麓
の
間
を
大
利
原
村
へ
流
れ
る
滝
山
川
上
流
に
沿
っ
て
標
高
七
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
高
地
に
集
落
が
点
在
。 

下
符
野
（
下
布
野
）
村 

［
現
］
三
次
市
（
旧
布
野
村
下
布
野
） 

布
野
川
沿
い
の
南
北
に
細
長
い
沖
積
平
地
に
立
地
。
北
に
隣
接
す
る
上
布

野
村
を
併
せ
て
、「
和
名
抄
」
の
三
次
郡
布
努
郷
に
あ
て
ら
れ
る
。 

新
庄
村
［
現
］
北
広
島
町 

旧
大
朝
町
。
宮
迫
村
の
南
に
位
置
し
、
南
東
流
す
る
可
愛
川
に
沿
っ
て
集
落
が
開
け
る
。
東
は
岩
戸
、
南
東
は 

中
山
、
南
は
舞
綱
（
と
も
に
［
現
］
北
広
島
町 

旧
千
代
田
町
）
な
ど
、
西
は
大
朝
に
接
す
る
。 

鈴
張
村 

［
現
］
安
佐
北
区
安
佐
あ
さ
町
鈴
張 

高
宮
郡
北
端
の
村
で
、
村
内
を
流
れ
る
鈴
張
川
が
飯
室
村
に
入
る
。
可
部
町
か
ら
西
行
す
る

庄
原
街
道
は
、
飯
室
村
境
の
清
水
峠
か
ら
当
村
へ
入
り
、
篠
ヶ
峠
た
お
で
山
県
郡
今
吉
田
村
（
旧
豊
平
町
）
へ
出
る
。 

田
原
（
た
わ
ら
）
村 

［
現
］
北
広
島
町
（
旧
大
朝
町
） 

田
原
・
筏
津
村
の
南
に
位
置
し
、
南
西
は
熊
城
山
、
南
東
は
平
家
山
、
東
は
加
計

山
な
ど
の
山
が
そ
び
え
る
。
北
東
に
流
れ
る
可
愛
川
の
支
流
田
原
川
沿
い
に
開
け
る
盆
地
に
本
郷
・
横
川
の
集
落
が
形
成
さ
れ
る
。      

 
 
  

戸
谷
（
と
だ
に
）
村  

［
現
］
北
広
島
町(

旧
豊
平
町
）
戸
谷 

都
志
見
つ
し
み
村
の
西
に
西
宗
に
し
む
ね
川
を
隔
て
て
位
置
し
、
集
落
は
手

毛
首
（
て
け
く
）
山
・
石
仏
山
の
山
麓
に
挟
ま
れ
た
西
宗
川
の
台
地
上
に
開
け
る
。
北
は
溝
口
村
（
現
北
広
島
町
・
旧
芸
北
町
）、
北
東
は
中

原
村
、
南
は
長
笹
村
、
西
は
戸
河
内
村
（
現
安
芸
太
田
町
・
旧
戸
河
内
町
）
に
接
す
る
。 

中
嶋
（
な
か
し
ま
）
村  

［
現
］
安
佐
北
区
可
部
町
中
島 

可
部
町
の
南
に
位
置
し
、
東
は
根
谷
（
ね
の
た
に
）
川
を
挟
ん
で
上
原
村
・
下
深

川
村
、
西
は
沼
田
郡
八
木
村
（
現
安
佐
南
区
）
で
太
田
川
が
村
境
を
流
れ
る
。
両
河
川
は
当
村
の
南
で
合
流
す
る
。
村
内
の
北
に
は
下
町
屋
村

飛
郷
の
小
松
原
が
あ
る
。
深
川
郷
か
ら
可
部
町
へ
通
じ
る
往
還
は
、
下
深
川
村
尾
和
か
ら
当
村
東
南
部
へ
入
り
、
北
部
の
三
本
松
で
八
木
村
へ

出
る
。 

西
宗
村
［
現
］
北
広
島
町(

旧
豊
平
町
）
西
宗 

燕
岩
（
つ
ば
く
ろ
い
わ
）
の
南
麓
を
西
流
す
る
西
宗
川
の
最
上
流
域
に
位
置
す
る
。
北
は
上

石
、
東
は
寺
原
・
今
田
（
現
北
広
島
町
）、
南
は
都
志
見
、
北
西
は
中
原
の
諸
村
に
接
す
る
。 

土
師
（
は
じ
）
村  

［
現
］
北
広
島
町
（
旧
千
代
田
町
） 

旧
千
代
田
町
の
北
部
に
位
置
し
、
西
は
山
県
郡
、
東
は
中
馬
・
長
屋
の
両
村 



（
現
安
芸
高
田
市
吉
田
町
）。
可
愛
川
に
沿
っ
て
山
県
郡
東
部
へ
街
道
が
通
じ
る
。 

深
瀬
村
［
現
］
安
芸
高
田
市(

旧
甲
田
町
）
深
瀬 

下
甲
立
村
の
北
東
、
可
愛
川
西
岸
に
位
置
し
、
対
岸
は
三
次
郡
下
川
立
村
（
現
三
次
市
）、

北
東
の
可
愛
川
下
流
は
秋
町
村
（
現
三
次
市
）
に
接
す
る
。 

吉
田
町
川
向
（
か
わ
む
こ
う
） [

現]

安
芸
高
田
市
（
旧
吉
田
町
） 

可
愛
川
上
流
左
岸
に
位
置
す
る
吉
田
村
の
町
場
。
十
日
市
屋
敷
・
新
町

屋
敷
・
六
日
市
・
な
わ
て
・
三
日
市
屋
敷
・
坊
方
屋
敷
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
，
十
日
市
屋
敷
に
は
藩
主
の
御
茶
屋
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。（『
角

川
地
名
大
辞
典
』） 

 

順
覚
寺  

石
見
国
市
木
村
（
現
島
根
県
邑
智
郡
瑞
穂
町
）
の
浄
土
真
宗
西
本
願
寺
派
浄
泉
寺
の
末
寺
、
大
永
五
年
開
基
、
宝
暦
五
年
（
一
七
五

五
）
に
東
本
願
寺
派
に
転
派
し
た
。 

市
畑(

一
畑
）
薬
師 

島
根
県
出
雲
市
小
境
町
の
山
腹
に
あ
る
寺
。
臨
済
宗
。
山
号
は
医
王
山
。
寛
平
六
年
（
八
九
四
）
北
に
あ
る
赤
浦
海
岸
に

海
中
か
ら
姿
を
現
し
た
薬
師
如
来
の
仏
像
を
本
尊
と
し
て
安
置
し
た
の
が
寺
の
起
こ
り
で
、
古
く
か
ら
眼
病
に
霊
験
あ
ら
た
か
と 

い
わ
れ
て
い
る
。
江
戸
期
以
来
、
広
く
薬
師
講
が
つ
く
ら
れ
、
い
ま
も
参
詣
者
が
多
い
。 

角
川
地
名
大
辞
典
』） 

 


